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１１１１    はじめにはじめにはじめにはじめに 
  

近年，組織内での人間関係の構築や情報収集，

何気ない会話からのアイデアの生成を促進するイ

ンフォーマルコミュニケーションの重要性が高ま

っている[1]．しかし，学校や企業等の組織では，

同僚や知り合い同士であっても研究室や部署の配

属によって出会い(直接会って話をする機会)自体が

減少することが多い．その理由として共有インフ

ォーマルスペースで休憩する時間のずれによる出

会いの減少や，作業場所近くのインフォーマルス

ペースでのみ休憩することが多く，自分以外の人

が属するインフォーマルスペースに訪ねていくこ

とが少ないことが挙げられる． 

コミュニケーション機会の減少を回避するため

には，出会いの場を提供しコミュニケーション機

会を増加させ，相手のインフォーマルスペースに

休憩時に訪ねていく理由やタイミングを提供する

必要がある．既存の情報共有支援システムとして，

Meeting Pot[2]では休憩所などに人が集いつつある

状況を個室オフィスにいる同僚に香りを使って伝

達することによってコミュニケーションをとるき

っかけを作る．このシステムでは，誰がその場所

に滞在しているかわからない．また個人の作業状

況を共有することによって相手の状況に配慮して

コミュニケーションを増加させるシステムとして

MSN メッセンジャー[3]や清水ら[4]の研究がある．

前者は，作業状況を手動で登録しなければならず

登録ミスなどで正しい相手の状況がわかりにくい

ことが多く，後者は作業するアプリケーション登

録により相手に状況を提供する．ユーザは，日に

よって作業するアプリケーションが変わることが

あるため作業状況が伝わらないことがある． 

そこで我々は，組織内でのコミュニケーション

促進を支援する方法として，作業の合間にリラク

ゼーションとして買い物に行く行為に着目した．

リラックスしている状況は，気軽に話しかけるこ

とができかつコミュニケーションを発生させやす

いと考える． 

 
 
 
 
 
 

職場でのリフレッシュを目的にオフィスグリコ

[5]というサービスがある．これはお菓子を専用ボ

ックスにいれ職場で販売しスタッフが商品補充や

代金の回収を行うサービスである．我々は共有イ

ンフォーマルスペースに商店を構築し買いに来た

状況をメンバーに伝達することによってインフォ

ーマルコミュニケーションの発生を促進するシス

テムの構築をおこなった．以下，本文では作成し

たシステムと予備実験について説明する． 

 

２２２２    商店商店商店商店システムシステムシステムシステム 
 

 本システムは大学の研究室や会社のオフィス等，

基本的に個人で知的作業を行う場所での利用を想

定している．本システムは，メンバーが休憩スペ

ースに移動し，飲み物やお菓子などを購入すると，

「誰が休憩スペースにて商品を購入したのか」と

いう情報を他のメンバーに通知する．この機能に

より，休憩をしている人と会って話をしたいメン

バーが休憩スペースに移動するきっかけを作るこ

とができる． 

位置情報を利用し休憩スペースにいることを通

知することによっても類似の効果を得るシステム

は構築できると考えられる．しかし，「誰が休憩

スペースにいるのか」といった情報を得るために

は，一般には個人を特定するタグやセンサーを設

置するなど，大がかりなシステムとなりがちであ

る．我々が提案するシステムは，「購入」行為に

おける情報を個人の特定にそのまま利用すること

ができるため，システムを簡易かつ安価に実現で

きるという利点がある．また付加的な利点として，

購入した商品の種類や数といった詳細な情報をア

ウェアネスとして利用し提供することができるこ

とが挙げられる．さらに，商品を飲食する行為に

よりインフォーマルコミュニケーションを活性化

することも考えられる． 

本学での利用を想定して作成した具体的な商店

システムについて述べる．商店システムは Figure1

に示すように，商品を選択するためのバーコード

リーダ，決済における個人特定を簡略化するため

のカードリーダ，ならびにディスプレイ装置から

構成されている．商店は無人であるため，商店シ

ステムの利用者は自分で購入したい商品を選び，

バーコードリーダで商品を選択する．ディスプレ
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イ装置(Figure2)で商品を確認し，カードリーダに学

生証を通して決済する．決済が行われるとシステ

ムは，他のメンバーに「○○さんが購入しました」

という情報を，メンバーが作業しているパソコン

の画面にポップアップ表示する． 

 

 
 

      
(a)バーコードリーダ   (b)カードリーダ 

      Figure 1: 商店 

 

 
 

        Figure 2:  商品確認画面 

 

３３３３    予備予備予備予備実験実験実験実験 
 

 本実験にて期待通り気軽に利用されるための共

有インフォーマルスペースとして機能するかを調

べた．予備実験では，商店は本大学知識科学研究

科棟内のリフレッシュスペースに設置した．リフ

レッシュスペースにはテーブルと椅子が設置され

ているため，購入した商品をその場で飲食するこ

とができる．本大学の大学院生 19 人を被験者とし

19 日間行った．また商店導入時は，被験者がもの

めずらしさのため利用回数が増加することが予測

される．そこで予備実験開始 5 日間のデータは削

除した．共有インフォーマルスペースにおいての

コミュニケーションの回数をカメラと商店利用ロ

グで取得し，さらにアンケート調査をおこなった． 

利用回数を調べたところ，開始 5日後からの 14日

間で 1日平均 7.4回の利用があった．またインフォ

ーマルスペースにおいてコミュニケーションが発

生したのは 0.69 回あり最も多い時で 1 日 2 回あっ

た．またアンケートの結果から，被験者は共有イ

ンフォーマルスペースを訪ねる理由としては，休

憩もしくは，集中力が切れた時などの気分転換に

使うことが多いことがわかった． 

開始から 7日目に時間差で被験者が 1人ずつ商店

を訪れ 7 人でのコミュニケーションに発展した．

商店利用者が，商店を利用する回数は 1日 1回程度

と少ない．しかし少ない回数であっても，一旦会

えば一定の長さのコミュニケーションが起こるこ

とが予備実験により明らかになった．そこで本シ

ステムにより休憩スペースで出会う機会を提供す

れば，インフォーマルコミュニケーションを増加

することが期待できる． 

  

４４４４    まとめとまとめとまとめとまとめと今後今後今後今後のののの課課課課題題題題 
 

 組織内でのコミュニケーション促進支援システ

ムの構築と提案をおこなった．予備実験を行った

ところ，共有インフォーマルスペース等の個人が

属するインフォーマルスペース以外での休憩は１

日に１回程度と少ないが，一旦人が集まればコミ

ュニケーションが発生することが確認された．よ

って，出会いの機会をシステムが提供することで，

インフォーマルコミュニケーションの増加を促し

気分転換や情報収集，アイデアの生成が研究や仕

事の助けになると考えられる．今後の課題として

運用実験を行いシステムの効果を明らかにするこ

とが挙げられる． 
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